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審査内容 

１ 議案第３１号 令和５年度甲斐市介護保険特別会計予算 

２ 議案第３２号 令和５年度甲斐市介護サービス特別会計予算 

３ 議案第３３号 令和５年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 

４ 議案第３６号 令和５年度甲斐市合併浄化槽事業特別会計予算 

５ 議案第３４号 令和５年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計予算 

６ 議案第３５号 令和５年度甲斐市農業集落排水事業特別会計予算 

７ 議案第３７号 令和５年度甲斐市水道事業会計予算 

８ 議案第３８号 令和５年度甲斐市簡易水道事業会計予算 

９ 議案第３９号 令和５年度甲斐市下水道事業会計予算 
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開会 午前 ９時２６分 

 

○書記（長田大地君） おはようございます。 

  ただいまから予算審査特別委員会を始めさせていただきます。 

  それでは、委員長挨拶、秋山委員長よろしくお願いいたします。 

○委員長（秋山照雄君） 改めまして、おはようございます。 

  本日は予算審査特別委員会の最終日でごす。 

  特別会計６会計及び企業会計３会計の審査となります。スムーズに議事が進むよう、皆様

のご協力をお願いいたします。 

  ただいまの出席委員は14名です。定足数に達しておりますので、これより予算審査特別

委員会を開会します。 

  なお、滝川議員は欠席の旨の連絡がありましたので、報告します。また、山本委員、藤原

委員は遅刻の旨の連絡がありましたので、報告いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（秋山照雄君） 審査に当たり、質問は一問一答で簡潔にお願いいたします。また、

委員の発言中は私語を慎んでいただきますようお願いします。 

  それでは、審査に入ります。 

  初めに、議案第31号 令和５年度甲斐市介護保険特別会計予算を議題といたします。 

  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行います。 

  それでは、審査に入ります。 

  当局の説明を求めます。 

  保坂長寿推進課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 連日大変お疲れさまです。 

  長寿推進課より議案第31号 令和５年度甲斐市介護保険特別会計予算の内容につきまし

て、歳入歳出一括でご説明をさせていただきます。 

  初めに、議案書の95ページをお願いいたします。 

  令和５年度甲斐市介護保険特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ53億2,796万8,000
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円と定めるものであります。 

  それでは、初めに予算説明書により歳入の内容を説明させていただきます。 

  予算説明書の202、203ページをお願いいたします。 

  それでは、歳入につきましてご説明させていただきます。 

  初めに、介護保険特別会計の仕組みにつきましては、歳出の９割以上を占めます介護給付、

予防給付などの歳出を見込み、それに対する歳入として、国・県・市の一定の比率による公

費負担のほか、65歳以上の第１号被保険者、また、40歳から65歳未満の第２号被保険者か

らの保険料が主な歳入の財源となります。 

  それでは、個々にご説明を申し上げます。 

  １款保険料、１項保険料、１目第１号被保険者保険料、予算額11億8,237万円は、第１号

被保険者にかかる現年度分特別徴収及び普通徴収保険料並びに滞納繰越分保険料であります。 

  次に、２款分担金及び負担金、１項負担金、１目認定審査会負担金、予算額1,082万

7,000円は、介護認定審査会に係る経費のうち、甲斐市を除く中央市587万7,000円、昭和町

494万4,000円であります。 

  次に、３款使用料及び手数料、１項手数料、１目督促手数料、予算額12万4,000円は、保

険料未納者に対する督促手数料であります。 

  ２目介護予防事業手数料、予算額55万7,000円は、訪問型・通所型の介護予防サービス手

数料及び介護予防教室に係る利用手数料であります。 

  次に、４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、予算額９億2,094万

4,000円は、現年度及び過年度分の介護給付費に対する国の負担金であります。 

  次に、２項国庫補助金、１目調整交付金、予算額8,251万9,000円は、介護給付費に係る

国からの調整交付金であります。 

  次に、２目地域支援事業交付金、予算額2,571万6,000円は、地域支援事業の介護予防・

日常生活支援総合事業に係る国の交付金であります。 

  次に、３目地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）、予算額2,625万1,000円

は、地域支援事業のうち、包括的支援事業・任意事業に係る国の交付金であります。 

  次に、７目保険者機能強化推進交付金、予算額682万5,000円は、市町村の高齢者に対す

る自立支援、介護予防、重度化防止や給付費の適正化に資する取組の実施状況に応じ交付さ

れるものであります。 

  次に、８目介護保険保険者努力支援交付金、予算額564万円は、介護予防、健康づくり等
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に資する取組を支援するため、実施状況に応じ交付される交付金となります。 

  204、205ページのほうをお願いいたします。 

  ５款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、予算額13億1,061万

円は、40歳以上65歳未満の第２号被保険者から徴収した保険料から介護に係る負担分を社

会保険診療報酬支払基金から保険者に対して交付される、現年度分、過年度分の交付金であ

ります。 

  次に、２目地域支援事業支援交付金、予算額2,774万4,000円は、地域支援事業、介護予

防・日常生活支援総合事業に対する支払基金からの交付金であります。 

  次に、６款県支出金、１項県負担金、１目介護給付費負担金、予算額６億5,664万3,000

円は、介護給付費に係る現年度分及び過年度分の県からの負担金であります。 

  次に、２項県補助金、１目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）、予

算額1,285万8,000円は、地域支援事業の介護予防・日常生活支援総合事業に対する県から

の交付金であります。 

  次に、２目地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）、予算額1,312万5,000円

は、地域支援事業のうち、包括的支援事業・任意事業に対する県からの交付金であります。 

  次に、３目介護基盤整備等事業費補助金、予算額１億6,352万円は、第８期介護保険事業

計画において整備を予定しております看護小規模多機能型居宅介護施設、また、地域密着型

介護老人福祉施設、各１施設の整備に係る補助金であります。 

  次に、４目介護基盤開設準備等事業費補助金、予算額3,188万2,000円は、先ほど３目で

説明をいたしました看護小規模多機能型居宅介護施設及び地域密着型介護老人福祉施設の整

備に係る備品購入等に対する補助金であります。 

  次に、７款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金、予算額20万1,000円は、

介護保険給付費支払準備基金の利子であります。 

  次に、８款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、予算額６億676万

3,000円は、介護給付費に係る市の負担分であります。 

  次に、２目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業）、予算額1,285万

8,000円は、地域支援事業費のうち、介護予防・日常生活支援総合事業に係る市の負担分で

あります。 

  次に、３目地域支援事業繰入金（包括的支援事業・任意事業）、予算額1,312万5,000円

は、地域支援事業のうち、包括的支援事業・任意事業に係る市の負担分であります。 
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  予算説明資料、206、207ページをお願いいたします。 

  ４目低所得者保険料軽減繰入金、予算額5,769万円は、第１号被保険者保険料の11の所得

段階区分のうち、第１号段階から第３号段階の区分の方の保険料の軽減分を国・県・市が割

合に応じて負担をしており、その繰入金であります。 

  次に、５目その他一般会計繰入金、予算額9,489万6,000円は、介護保険係職員の給与、

また２市１町で共同設置しております介護認定審査会における甲斐市の負担分及び保険料の

賦課徴収や一般事務に係る繰入金であります。 

  次に、２項基金繰入金、１目介護保険給付準備基金繰入金、予算額6,425万1,000円は、

介護保険給付費支払準備基金からの繰入金であります。 

  次に、９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金から10款諸収入、２項雑入までは予算額各

1,000円で、存置で計上をしております。 

  歳入の説明は以上であります。 

  続きまして、歳出の内容につきまして、ご説明をいたします。 

  予算説明書は208、209ページをお願いいたします。 

  なお、予算参考資料は10ページのほうをお願いいたします。 

  説明につきましては、予算参考資料10ページによりご説明をさせていただきます。 

  それでは、歳出の説明をさせていただきます。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、ナンバー01総務管理関係職員費、予算

額4,804万5,000円は、介護保険係職員の７人分の人件費であります。 

  財源内訳のその他は、一般会計からの繰入金であります。 

  次に、ナンバー03事務諸費、予算額295万6,000円は、介護保険制度の周知用パンフレッ

ト、介護保険証の印刷等の事務費のほか、各種給付関連通知等の郵便料などであります。 

  財源内訳のその他は、一般会計からの繰入金であります。 

  次に、２目連合会負担金、ナンバー01連合会負担金、予算額106万6,000円は、国保連合

会へ保険給付費等の審査支払事務を委託をしておりますが、その事務に係る共同電算処理事

務手数料であります。 

  財源内訳のその他は、一般会計からの繰入金であります。 

  次に、２項徴収費、１目賦課徴収費、01賦課徴収費、予算額569万1,000円は、第１号被

保険者に係る賦課徴収経費で、保険料の通知書や督促状の印刷、また、発送に係る郵送料等

の経費であります。 
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  財源内訳のその他は、一般会計からの繰入金であります。 

  次に、ナンバー02賦課徴収関係会計年度任用職員等費、予算額236万4,000円は、徴収嘱

託職員１名分の人件費で、財源内訳のその他は、一般会計からの繰入金及び督促手数料であ

ります。 

  予算参考資料11ページをお願いいたします。 

  ３項認定調査等費、１目認定調査等費、ナンバー01認定調査等費、予算額1,839万8,000

円は、介護認定の新規申請・更新申請等に基づき、申請者の心身の状態等の状況や、生活状

況などを確認する訪問調査員の報酬、また、訪問調査員委託料のほか、認定調査に係る事務

費、主治医意見書作成に係る経費及び通知等の郵送料であります。 

  財源内訳のその他は、一般会計からの繰入金であります。 

  次に、４項介護認定審査会費、１目介護認定審査会費、ナンバー01介護認定審査会関係

職員費、予算額589万1,000円は、甲斐市、中央市、昭和町で共同設置をしております介護

認定審査会へ勤務する甲斐市の職員１人分の人件費であります。 

  財源内訳のその他は、一般会計からの繰入金であります。 

  ナンバー03介護認定審査会費、予算額2,143万円は、介護認定審査会委員20人分の報酬並

びに介護認定審査会の運営に係る事務費等であります。 

  財源内訳のその他は、構成市町からの負担金と一般会計からの繰入金であります。 

  予算参考資料12ページをお願いいたします。 

  ５項１目ナンバー01地域介護・福祉空間整備費等補助金、予算額１億9,540万2,000円は、

第８期介護保険事業計画に基づき整備する看護小規模多機能型居宅介護施設及び地域密着型

介護老人保健施設、各１施設の整備費補助金であります。 

  財源内訳の国・県支出金は、施設整備等に伴う県の補助金であります。 

  次に、２款保険給付費につきましては、初めに財源内訳のほうを説明をさせていただきま

す。 

  介護給付、予防給付などに必要な費用の50％は、国・県・市の各負担割合による公費で

賄われ、残りの50％は、65歳以上の第１号被保険者の保険料と40歳以上65歳未満の第２号

被保険者の保険料で賄われております。 

  それでは、各事業の内容につきまして説明をいたします。 

  ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス等給付費、１目の居宅

介護サービス等諸費は、要介護１から５までの方が、在宅や短期入所施設などにおいて利用
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する介護サービスに係る給付費であります。 

  ナンバー01居宅介護サービス等給付費、予算額22億508万2,000円は、訪問サービス、通

所サービス、短期入所サービス等の利用に対する給付費であります。 

  ナンバー02居宅介護祉用具購入等費、予算額468万円は、入浴補助用具、ポータブルトイ

レなどの福祉用具の購入に対する給付費であります。 

  ナンバー03居宅介護住宅改修等費、予算額984万円は、廊下や階段等へ手すりやスロープ

の設置、それから、段差の解消等住宅改修に係る給付費であります。 

  予算参考資料13ページをお願いいたします。 

  ２目ナンバー01地域密着型介護サービス等給付費、予算額10億7,503万2,000円は、自宅

などの住み慣れた地域において気軽に利用できる各種サービスに関する給付費で、認知症対

応型共同生活介護、地域密着型介護老人福祉施設などのサービスに係る給付費であります。 

  続きまして、３目ナンバー01施設介護サービス給付費、予算額９億444万円は、介護老人

福祉施設及び介護老人保健施設などの入所に係るサービス給付費であります。 

  予算参考資料14ページをお願いいたします。 

  ４目居宅介護サービス計画等給付費、ナンバー01居宅介護サービス計画給付費、予算額

２億8,943万1,000円は、居宅介護サービス計画作成に係る給付費であります。 

  次に、２項介護予防サービス等諸費は、介護度が要支援１と２の要支援者が、在宅や通所

において利用する介護サービスに係る給付費であります。 

  １目ナンバー01介護予防サービス等給付費、予算額7,161万9,000円は、訪問サービス、

通所サービス、短期入所サービスなどに係る給付費であります。 

  次に、ナンバー02介護予防福祉用具購入等費、予算額116万4,000円は、福祉用具の購入

に係る給付費であります。 

  次に、ナンバー03介護予防住宅改修費、予算額537万6,000円は、手すり・スロープの設

置など住宅改修に係る給付費であります。 

  次に、２目ナンバー01地域密着型介護予防サービス等給付費、予算額244万8,000円は、

小規模多機能型居宅介護施設の利用に伴う給付費であります。 

  予算参考資料15ページをお願いいたします。 

  ３目ナンバー01介護予防サービス計画等給付費、予算額1,499万6,000円は、要支援認定

者の介護予防サービス計画作成に係る給付費であります。 

  次に、３項その他諸費、１目ナンバー01審査支払手数料、予算額638万6,000円は、介護
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報酬の審査に伴う国保連合会への審査支払手数料であります。 

  次に、４項高額介護サービス等費、１目ナンバー01高額介護サービス費、予算額9,914万

4,000円は、要介護１から５までの要介護認定者が１か月の間に利用した介護サービスに係

る自己負担額の合計が、所得ごとに決められた上限額を超え高額になった場合、その差額分

を給付するものであります。 

  予算参考資料16ページをお願いいたします。 

  ２目ナンバー01高額介護予防サービス費、予算額24万円は、要支援１・２の要支援認定

者に係るもので、内容は先ほどの高額介護サービス費の給付内容と同じ内容であります。 

  次に、５項高額医療合算介護サービス等費、１目ナンバー01高額医療合算介護サービス

費、予算額1,817万7,000円は、要介護認定者に係る医療及び介護の１年間の自己負担の合

計が所得ごとに決められた上限額を超えた場合、差額を給付するものであります。 

  次に、２目ナンバー01高額医療合算介護予防サービス費、予算額50万1,000円は、要支援

１・２の要支援認定者に係るもので、内容は先ほどの高額医療合算介護サービス費と同様で

あります。 

  予算参考資料の17ページをお願いいたします。 

  ７項特定入所者介護サービス等費、１目ナンバー01特定入所者介護サービス費、予算額

１億4,552万4,000円は、要介護認定者の施設入所者で低所得の方の負担の軽減のため、食

費及び居宅費の軽減を図るための給付費であります。 

  次に、２目ナンバー01特定入所者支援サービス費、予算額３万円は、要支援１・２の要

支援認定者に係るもので、内容は先ほどの特定入所者介護サービス費の給付内容と同様であ

ります。 

  予算参考資料18ページをお願いいたします。 

  次の３款地域支援事業は、高齢者が居住地域において、できる限り自立した生活が送れる

よう支援を行い、要介護状態にならないための予防や改善等を図るため実施する事業であり

ます。 

  また、３款地域支援事業費、１項介護予防生活支援総合事業費の財源内訳ですが、国・

県・市及び第２号被保険者の保険料並びに第１号被保険者の保険料の各負担割合により予算

を計上しております。 

  １目介護予防生活支援サービス事業費、ナンバー01訪問型サービス事業、予算額2,631万

4,000円、訪問介護相当は、本人が自力で行うことが困難な掃除や買物、また、洗濯などの
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家事を支援するための事業であります。 

  次に、その下の訪問型サービスＡは、調理や食材の確保、それから、ごみ出しなどの日常

生活上における生活支援を行うための事業であります。次に、その下の訪問型サービスＣは、

専門職が自宅を訪問し、課題に応じたリハビリ等を短期集中的に実施をし、生活機能の維持

及び向上を図るための事業であります。 

  ナンバー02通所型サービス事業、予算額4,847万円、通所介護相当は、介護予防を目的と

して、通所介護事業所において、入浴や食事の提供など日常生活の世話や、体操、レクリエ

ーション等により、機能訓練を行う事業費であります。 

  次の通所型サービスＡは、自宅などの閉じこもりを予防するため、体操やレクリエーショ

ン及び仲間づくりなどの活動を行う事業であります。その次の通所型サービスＣは、リハビ

リ専門職による筋力向上訓練を実施をし、身体機能の改善を図るための事業であります。 

  次に、ナンバー03生活支援サービス事業、予算額54万3,000円は、総合事業として実施を

しております配食サービスに係る経費で、要支援１・２の認定を受けた方、また、基本チェ

ックリストにおいて該当になった方を対象としております。 

  なお、生活支援サービス事業で対象とならなかった方につきましては、この後説明をいた

します任意事業で実施をしている配食サービスのほうで対応をしております。 

  次に、ナンバー04介護予防ケアマネジメント事業、予算額1,028万9,000円は、総合事業

のみを利用する要支援者及び基本チェックリストにおいて該当にならなかった方のプランに

係る経費であります。 

  予算参考資料19ページをお願いいたします。 

  ２目一般介護予防事業費、ナンバー02一般介護予防事業、この一般介護予防事業は、65

歳以上の方を対象に、介護予防に関する知識等の普及啓発、体操教室等の開催による介護予

防活動や地域の活動支援等の取組を実施をしております。 

  ①介護予防普及啓発事業、予算額478万4,000円は、いきいき健康体操教室や介護予防・

認知症予防教室の事業開催のための経費であります。 

  次に、②地域介護予防活動支援事業、予算額871万円は、地域介護予防活動支援事業の講

師派遣費用、また、いきいきサロンに対する支援及び高齢者運動会やいきいき百歳体操開催

のための経費であります。 

  また、令和４年度から新たな取組として、住民主体型地域支え合い活動補助金を各団体に

交付をし、住民主体の通いの場や住民主体の生活支援活動に対し、活動等の支援を行う内容
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となっております。 

  次に、04一般介護予防事業会計年度任用職員等費、予算額386万7,000円は、一般介護予

防事業に係る会計年度任用職員１人分の人件費であります。 

  予算参考資料20ページをお願いいたします。 

  次に、２項１目包括的支援事業・任意事業の財源内訳でありますが、国・県支出金は、包

括的支援事業・任意事業に係る国と県の支出金であり、その他は、この事業に対する市の負

担分、第１号被保険者保険料となっております。ナンバー01包括的支援事業は、高齢者が

住み慣れた地域で暮らすことができるよう、長寿推進課内で設置している地域包括支援セン

ターが中心となり、地域の関係者や医療・介護保険事業所等と連携を図りながら、高齢者に

対する介護、福祉、権利擁護等の包括的な支援を行う事業であります。 

  ①包括的支援事業、予算額182万8,000円は、地域包括支援センターの運営事業費や夜

間・休日の相談業務を市内４事業所の在宅介護支援センターへ委託するための費用のほか、

権利擁護の普及啓発に係る事業費であります。 

  次に、②在宅医療・介護連携推進事業、予算額31万円は、在宅医療・介護連携推進協議

会の開催や多職種連携に向けた研修会等の開催経費及び普及啓発のための費用であります。 

  ③認知症総合支援事業、予算額150万9,000円は、認知症サポーターの養成をはじめ、認

知症に係る知識の普及啓発や認知症高齢者の見守り体制の構築、初期集中支援チームによる

認知症の方やその家族の初期の支援を包括的・集中的にサポートするために実施する事業の

経費であります。 

  ④生活支援体制整備事業、予算額1,601万9,000円は、高齢化が一層進む中において、地

域住民が担い手となり、地域の高齢者を支える地域の支え合いの体制づくりの推進を目指す

もので、事業を市社会福祉協議会へ委託をし、甲斐市ささえ合い推進会を中心に取組の活動

を行っているものであります。 

  予算参考資料21ページをお願いいたします。 

  ナンバー02任意事業につきましては、高齢者が地域で安心して生活が送れるよう、介護

保険事業の運営の安定化を図るとともに、高齢者や家族介護者に対し、地域の実情に応じて

支援を行うための事業であります。 

  ①介護給付費等適正化事業、予算額62万6,000円は、ケアマネジャーが作成したケアプラ

ンの点検の実施や介護サービスの利用状況などの内容を記載した通知を利用者へ発送するこ

とにより、サービスの利用状況の確認や介護保険事業への意識の向上等を目的として実施し
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ている事業であります。 

  ②長寿あんしん事業、予算額1,419万4,000円は、要介護３以上の高齢者を在宅で介護し

ている家族に対し、介護用品購入のためのクーポン券を交付している介護用品支給事業、ま

た、緊急時において迅速な対応を図るため実施をしております高齢者緊急通報システム運用

事業、独り暮らし高齢者の見守り等を目的に実施をしております配食サービス事業、それか

ら、民生委員が高齢者の自宅を訪問し、安否確認を行いながら乳酸菌飲料を支給をしており

ます友愛訪問事業の経費となります。 

  ③その他事業、予算額310万7,000円は、成年後見制度利用支援事業につきまして、市長

申立てに対する経費や後見人に対し報酬を助成するものであります。また、住宅改修支援事

業は、住宅改修の際、申請に必要な理由書を作成する事業所等に対し助成を行うための経費

であります。 

  予算参考資料22ページをお願いいたします。 

  ナンバー03包括的支援事業関係職員費から05任意事業会計年度任用職員等費までの予算

額の合計6,818万7,000円につきましては、介護予防推進係に所属をする包括的支援事業に

係る正職員２人分の人件費のほか、包括的支援事業及び任意事業に係る会計年度任用職員５

人分の人件費であります。 

  次に、１目ナンバー01その他諸費、予算額44万7,000円は、総合事業の実施に伴う国保連

合会への審査支払手数料であります。 

  予算参考資料23ページをお願いいたします。 

  ５款１項基金積立金、１目ナンバー01介護保険給付費支払準備基金積立金、予算額20万

1,000円は、介護保険給付費支払準備基金の運用利子の積立金であります。 

  次に、６款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目ナンバー01第１号被保険者保険

料還付金、予算額80万円は、第１号被保険者の過年度分の保険料還付金であります。 

  最後になりますが、２目第１号被保険者還付加算金から、予算参考資料24ページをお願

いいたします。６款諸支出金、２項繰出金、１目ナンバー01一般会計繰出金までは、予算

額を各1,000円としており、存置で計上をさせていただいております。 

  以上、令和５年度介護保険特別会計予算歳入歳出の総額は53億2,796万8,000円でありま

す。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 
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  先に、所管の委員の質疑を行います。所管は厚生環境常任委員会です。 

  質疑はありませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 予算参考資料の12ページ、地域介護福祉空間整備費等補助金で、第

８期事業計画の５年度が最終年に当たると思うんですけれども、計画したのはこれで全部使

い終わるということでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 第８期の介護保険事業計画でそれぞれ整備のほう予定をして

おります各事業所等の整備の内容につきましては、こちらの２節で計画の中で終了というこ

とになります。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） すみません、予算参考資料11ページなんですけれども、こちらは、

03介護認定審査会費、今年度職員に対して500万の増なんですけれども、今年度は820万ぐ

らいちょっと差があるんですけれども、そして、もう一つが、介護認定審査者20人に対し

て、こっちは逆に増えている。今年度と比べて増えているんですけれども、それちょっとお

聞かせください。 

○委員長（秋山照雄君） 伊藤介護認定審査会係長。 

○介護認定審査会係長（伊藤 潤君） 介護認定審査会委員報酬20名の報酬につきましては、

令和５年度の審査件数が増えたことにより、審査会の回数が増えましたので、１人当たり１

万5,000円で、１号議題当たり５名の委員さんで構成されていますので、その増えた分の差

額となっております。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） その上の職員のあれはどういうふうになっているんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 伊藤係長。 

○介護認定審査会係長（伊藤 潤君） 職員につきましては、職員の給料が、前いた職員より

も単価が下がっておりますので、すみません。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 職員の人件費につきましては、人事異動によりまして、以前

の職員よりも、格の若い職員が異動したという内容になります。 
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  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかにありますか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 続けてすみません、12ページの地域介護福祉空間整備、この地域密

着型特養の件なんですけれども、これは新たに整備するということなのか。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） こちらのほうにつきましては、新規の整備ということになり

ます。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） ちなみ入居者数はもう大体分かっているんですか。どのくらいの規模

とか。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石介護保険係長。 

○介護保険係長（輿石文明君） お答えします。 

  地域密着型の特別養護老人ホームにつきましては、今年度公募を行いまして、２つの事業

者から申込みがございました。事業規模は定員29人の施設になりますけれども、来週の22、

23日に、２次審査、最終審査を行うようになっておりまして、年度末から新年度にかけま

して、事業者が決定になる見込みでございます。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 20ページの包括的支援事業なんですけれども、包括的支援事業、予

算額が18億2,800万で、昨年度見ると19億8,900万なんですよね。これは、何か減る要因と

いうのはどういうところにあるんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻介護予防推進係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） お答えします。 

  研修関係の何回か数回に分けてやっていたのをまとめたりとかしたので、あと、すみませ

ん、役務費にかかっていたところを調整いたしまして、減額になっております。 

  以上になります。 

○委員長（秋山照雄君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 何回かに分けていたのをまとめたということは、サービスの回数が減
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るということなんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） 似たような研修をしていたのを、まとめて効率的に研

修を行うことにしました。 

○委員長（秋山照雄君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 研修の回数が減ってしまうわけじゃなしに、内容は同じだけれども、

経費を節減したという意味ですね。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） おっしゃるとおりでございます。 

○委員長（秋山照雄君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） じゃ、同じく認知症の総合支援事業のほうも、若干減額になっている

んですけれども、こちらのほうはどういう理由なんでしょう。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） お答えします。 

  認知症の施策につきましては、今年度動画作成をしてＰＲするということで、４年度それ

を作成します。来年度はその動画作成のお金が必要なくなりまして、その動画を使ってＰＲ

をしていくということで減っているのと、あと１点は、ユニフォームを作成しました。いろ

んな認知症のイベントをするときに、ユニフォームを着てＰＲするというところで、４年度

はそれでかかっていた部分が、５年度はなくなるというところが減っている要因になります。 

  以上になります。 

○委員長（秋山照雄君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） じゃ、認知症サポート養成講座開催事業のビデオを作成したというこ

とですか、差額。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） おっしゃるとおりでございます。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 幾つかお願いいたします。 

  まず、21ページのナンバー02長寿安心事業の配食サービスと、そのほかのもう一つ、配

食サービスが18ページの生活支援サービス事業の配食サービス、これは社協に委託してい



－406－ 

る配食サービスでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 井上長寿安心係長。 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） お答えいたします。 

  社会福祉協議会と、あと民間事業者に委託をさせていただいている事業になっております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） その２つ、社会福祉協議会と民間事業に分けて委託しているのは、何

か理由があるんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 井上係長。 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） お答えいたします。 

  社会福祉協議会では、土日祝日が対応できませんので、そのところを賄っていただくよう

な形になっております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 承知しました。 

  あともう一つ、歳入のところで聞かせていただきたいんですけれども、予算説明書の203

ページ一番下、国庫支出金の国庫補助金、８の介護保険保険者努力支援交付金についてなん

ですけれども、こちら実施状況に応じて補助金が支給されるということなんですが、具体的

に何の実施状況でしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 井上係長。 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） お答えいたします。 

  地域支援事業の各事業の事業内容を行っているかいないかというところで点数をいただく

ような形で、補助金を頂いております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） その地域支援事業といいますと、予算参考資料だとどのページのどの

事業に当たるか、すいません、ちょっと教えていただいてもいいでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 予算参考資料のほうにつきましては、18ページの３款地域

支援事業費というところからの各事業になります。 
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  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） ありがとうございます。 

  ちょっとこれは個人的な興味といいますか、これ国庫からこういった保険者の努力に応じ

て補助金が支給されるんですけれども、県から似たようなものというのはないんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 県のほうからの交付金等はございません。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） すみません、何点かあったんですけれども、お願いします。 

  10ページの連合会負担金という形なんですけれども、これは金額出ているんですけれど

も、人数とか、その金額によっての割合で、この負担金が決まっているわけでしょうか。お

願いします。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険課長（輿石文明君） 連合会の負担金につきましては、年金の特別徴収の方の人数

と、また、毎月の請求事務に係る請求件数によりまして負担金が決まっております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） あと、14ページの地域密着型介護サービス給付の小規模多機能の件

なんですけれども、この小規模多機能というのはすごく便利な制度だと思うんですけれども、

この制度を多分認知されている方も少ないと思うんですけれども、この辺のもっと普及とい

う形で、この前のときに言われたんですけれども、募集したけれども、応募がなかったとい

う話をこの前聞いたんですけれども、この辺の進めるような形というのは、もっとないでし

ょうか。その辺をお聞きしたいんですけれども。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険課長（輿石文明君） 看護小規模多機能型居宅介護施設につきましては、本年度事

業者を公募行いました。先ほどの地域密着の特養と同様ですけれども、２つの事業所から申

込みがありまして、来週２次審査、最終審査を行う予定となっておりまして、年度末から新

年度にかけまして、１事業者が決定の見込みでございます。 
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  また、施設のＰＲといいますか、周知ですけれども、広報の２月号に地域密着型サービス

事業所の一覧表などを掲載させていただいて、周知を図っているところでございます。それ

は利用者向けでございます。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） ありがとうございました。 

  その次、聞きたかったのが、認知症サポートという形で講座を開催されているんですけれ

ども、このサポートの方というのは、どの辺まで、認知症について勉強しながら、あと、そ

の資格というか、そういうのは何かあるんでしょうか。 

〔「何ページですか」と呼ぶ者あり〕 

○委員（保坂 康君） 20ページです。日曜サポート講座開設という形で、年間何回かやっ

ていると思うんですけれども、これも受講者の資格証明とか何かというのはあるんでしょう

か。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） 認知症サポーターとは、認知症について正しく理解し、

地域で認知症の人や家族を温かく見守る支援をする応援者のことです。特に資格証というの

はなくて、その講習会を受けたら、サポーターという形になります。 

  ですので、地域の中で見守る方という形になっております。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） じゃ、直接やるという形じゃなくて、認知症の方を見守っていくとい

うような考えでよろしいでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） お答えします。 

  特に何をするというわけではなくて、認知症ということを理解していただいて、声かけを

してもらったりとか、地域の中で温かく見守る方ということで、サポーターを要請しており

ます。今年度は小学生、小学校４年生に向けて授業の中で講習会を行った状況にあります。 

  以上になります。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） １つだけ、すみません、19ページの今年度から新規にやる住民主体
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型地域支え合いなんですけれども、この住民主体の憩いの場のほうが９か所、そして、もう

一個が、生活支援が14団体とあるんですけれども、これ自治会単位とかそういう感じなん

ですか。ちょっとこの辺詳しくお願いします。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） こちらのほうのそれぞれ活動の補助金等につきましては、そ

れぞれ仕組みが１層、２層、３層ということになっておりまして、主に３層の各自治会等を

目安に、活動の取組にしていただける３層の方々の補助金というような内容で、予定をして

いるところであります。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） １点だけですけれども、21ページの配食サービス事業、社協がやっ

ているやつなんですけれども、これ従来からボランティアのガソリン代とかの費用弁償、そ

れと、取りに行く場所が竜王にあったのが敷島１か所になって、非常に時間も経費もかかる

ということなんですけれども、その辺のボランティアさんに対する待遇で改善されるとかそ

ういうところはあるんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 井上係長。 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） お答えいたします。 

  本年度から介護支援ボランティアのポイントのほうを配食サービスの方々にも付与させて

いただきまして、若干ですけれども、支援できるような形で対応しております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 取りに行く拠点、場所については変化はないですか。 

○委員長（秋山照雄君） 井上係長。 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） 社会福祉協議会のほうでボランティアさんのほうを配

置していただいているんですけれども、その中で考慮いただけるように市としても協力をし

ておるところです。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかにありますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 
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  所管以外質疑ありますか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 21ページお願いします。 

  03の成年後見制度利用支援ということで、利用されている方、現実にいらっしゃるか。

あるいは、この内容をもうちょっと、後見制度そのものの、その２点お願いしたいと思いま

す。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） こちらのほうの成年後見制度の利用促進の事業の内容につき

ましては、認知症等、あとは高齢等によりまして、自己の判断がつかない方々に対しまして、

後見人補佐をしていただく方を選任をさせていただきまして、その方に代わって、いろんな

契約内容ですとか、そういったものに対して、補佐人が援助をするというような事業内容で

あります。 

  なお、令和４年度につきましては、私どもの市長申立てということで、取りあえず３月ま

でには１件市長申立てをさせていただいて、事務のほうのそれぞれ支援等をさせていただい

ているところであります。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかに質疑ありませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 入のほうなんだけれども、予算説明書204ページの一般会計繰入金の

中で、介護給付費繰入金が前年度と比べて2,000円ばか増えているんだよ。この背景は、理

由は、どんな具合で、これは。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険課長（輿石文明君） 一般会計繰入金の介護給付費繰入金につきましては、介護給

付費の出のほうの予算、増額になっておりますので、それに伴いまして、市のほうの負担分

も増額となっております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） もう一点、次のページ、206ページの前年度存置となっているんだけ

れども、6,400万入っているんだけれども、これはどういう理由か。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 
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○介護保険課長（輿石文明君） 基金の6,400万円余りの繰入金の主な要因になりますけれど

も、今期の介護保険事業計画において、保険料を下げた関係も多少影響をしているんですけ

れども、直接的な影響につきましては、国の財政調整交付金の交付額が減額になっておりま

す。財政調整基金は本来保険給付費の５％を基準に、各市町村の後期高齢者の比率だとか、

介護保険料の低所得の方の割合を考慮をいたしまして、国が１％から10％の範囲内で交付

決定をしております。 

  本市の場合につきましては、令和３年度までは2.5％率だったわけですけれども、令和４

年度につきましては、1.7％という率になっております。令和５年度の予算につきましても、

1.7％で算定をさせていただきまして、財政調整交付金の減額が約4,000万円ほどになって

おります。この財政調整交付金の不足分につきましては、各市町村の介護保険料で賄うとい

うようなことになっておりまして、令和５年度の当初予算につきましては、基金のほうから

繰入れをして、その分を穴埋めするという形で予算計上をさせていただきました。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 説明は分かったんだけれども、この極端にこの何千万というのが出た

り入ったりということの状況について、やっぱり運営上なんかよく安定的にやるのか、財政

的に。そういう分においては、こういうことがあるのか、我々はよく分からないんだけれど

も、前年度と極端に違い過ぎて、今後こういうケースもあり得るという認識でいいですか。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険課長（輿石文明君） 財政調整交付金の率につきましては、平成30年からおおむ

ね2.5％ぐらいで推移していました。今回令和４年度、先ほどいったように1.7％ですので、

今後は1.7％台で推移するものと考えております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今後の予算措置をする場合に、こういう極端なこういうものはないと

いう認識でいいですか。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険課長（輿石文明君） 今後の収納につきましては、次年度、次期の介護保険事業計

画のほうを策定するようになっておりますので、その中で改めて精査してまいりたいと考え

ております。 
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  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今度は説明書のほうで、12ページの居宅福祉用具購入等費というの

があるんだけれども、これの介護居宅福祉用具、02、これの上限というか、購入費の条件

というか、それをちょっと教えてください。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険課長（輿石文明君） 福祉用具の購入費につきましては、年間で10万円が上限で

ございます。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） すみません、その下は。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険課長（輿石文明君） 住宅改修につきましては、生涯で20万円になります。住宅

が変わればまた新たに支給になります。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 確認だけれども、今住んでいるところだと、生涯で20万円で終わる

ということね。そういうことだね。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険課長（輿石文明君） 生涯で20万円でございます。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それから、16ページの高額医療制度合算サービスということで、さ

っき２つのサービスを合算してということで、このあれをちょっと説明してください。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険課長（輿石文明君） お答えします。 

  高額介護合算制度ですけれども、医療保険と介護保険の自己負担の合計額を年間で計算を

しまして、上限額を超えた分を給付するという事業になっております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、その上限額というのは、サービスを受ける人によって個

人的に上限額の設定というのは違ってくるという認識でいいですかね。 
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○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険課長（輿石文明君） 所得の状況に応じて、限度額が変わってきます。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） あと、18ページの訪問型サービス事業の中で、先ほどＡとＣという

のは説明があって、Ｃが専門職がついて、何かやるという説明を受けたんだけれども、この

辺の専門職というのは、どういう形のあれになるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） お答えします。 

  専門職とは、栄養士、理学療法士、作業療法士、あと歯科衛生士が訪問して指導を行って

おります。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、これ予算の中で、年何件という予算措置をする件数とい

うのはうたっていないんだけれども、これはちなみに令和４年度の現時点での実績は何件ば

かあるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） 見込みですが、90件ほどの予定です。 

○委員（内藤久歳君） 現時点でと言っているんだよ。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） 現時点で93件です。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると93件であって、次年度の予算78万4,000円なんだけれども、

ちなみにこの報酬というのは、どんな設定をしてあるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） お答えします。 

  １回6,000円の設定になっております。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） その下の介護ケアマネジメント事業、これについてちょっと説明をし

てください。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻係長。 



－414－ 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） お答えします。 

  介護認定で要支援１・２に該当になった方の訪問サービス、通所サービスのみを利用する

方、総合事業のみを利用する方のケアプラン作成のお金になります。 

○委員（内藤久歳君） 分かりました、以上です。ありがとうございました。 

○委員長（秋山照雄君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 11ページ上段ですが、調査の件数の合計と主治医の意見書の件数の

違いというのはどう理解すればいいんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険課長（輿石文明君） こちらに記載しております調査の件数につきましては、事業

所に委託する件数となっております。それ以外に、その上の認定調査員の報酬のほうの件数

を合算していただくと、調査員の報酬の件数と、あと、長寿推進課の職員が行う調査件数も

ありますので、合計が合わない形になっております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 参考に聞きたいんですが、今特養の入所者の数と、それから、待機者

の数、参考に教えてください。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険課長（輿石文明君） 特養の入所者の数ですけれども、市内事業所６施設ございま

して、入所のほうが234人が入所をしております。また、待機者ですけれども、令和３年度

末で336人という数字になっております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） これはお願いなんですが、先ほど認知症のビデオができたといいまし

たけれども、見る機会をつくってもらえたらと思います。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 認知症のほうの動画のほうにつきましては、また広く市民等

にも周知していく内容となっておりますので、また、機会を捉えてそういった機会を設けた

いと思います。 

  以上です。 
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○委員長（秋山照雄君） ほかに質疑ありませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 20ページの権利擁護支援事業、これ内容をちょっと説明願えますか。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） お答えします。 

  権利擁護に関する研修の講師料と、研修負担金になっております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 権利擁護というのは、具体的に、例えば皆さんがお持ちになっている

投票権というか、それをやるための予算か、それを助けるとか、そういった具体的な講習料

以外の内容的なもの。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻係長。 

○介護予防推進係長（八巻千寿子君） お答えします。 

  大きく分けると成年後見と高齢者の虐待予防に対する事業になります。 

○委員長（秋山照雄君） よろしいですか。 

  清水委員。 

○委員（清水和弘君） 19ページの先ほどの住民主体型の支え合い活動補助金というのは、

住民主体の通いの場９か所、これは第２層ということの説明でしたね。それでよろしいです

か。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） こちらのほうの補助金の内容につきましては、令和４年度現

在で、全部今第２層、３層で活動していただいている団体が10団体ございまして、そのう

ち、補助金申請があった団体が４団体ということになっております。いずれにいたしまして

も、この事業は今後さらに拡大をしていかなければなりませんので、令和５年度はさらに補

助金等を増額をさせていただいて、こちらの活動を市内全体にいずれ進めていくような形で、

増額のほうをさせていただいております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 清水委員。 

○委員（清水和弘君） それで、いわゆる第３層、自治会単位の要するに活動に関して、非常

に長寿会であるとか、ささえのサロンですか、あるいは区の行事、そういったのと非常に融
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合して進んでいるんで、これ以上の仕組みはいらないんじゃないかという取り方をしている

自治会があるんですよね。そこでもってなかなか組織が進まない、第３層の仕組みづくりが。

そういった意味で。 

  それから、もう一つは先ほどの予算の関係で、要するに何でもかんでもボランティアでや

るのは大変だということで、この予算をつけていただいたと思うんですよね。借り上げだと

か。そういう中で、もう少し、区別した指導がきちんとされているか。サロンとは違う、長

寿会とはまた違うんだという趣旨です。例えば2025年問題とか、そういったことがきちん

きちんと、高齢化が進んでいるという中で、これを進めていく上での説明がちょっと足らな

いんじゃないかと思うんですけれども、その辺はどうでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 飯沼福祉部長。 

○福祉部長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  この住民主体の支え合いの事業につきましては、平成28年度から取組準備を始めて、現

在に来ておりまして、平成30年の３月に、第１層協議会というものが設立をされて５年が

経過するわけなんですけれども、それで、市民の皆さんに、この事業をご理解いただくとい

うことがとても大切なことですから、毎年フォーラムですとか、そういった取組をしており

ます。 

  実は今日、夕方の６時から双葉のふれあい文化館で支え合いのフォーラムを開催をいたし

まして、その中には、第１層協議体、第２層協議体、また、第３層協議体の方、それから、

ケアマネジャーの方、そういった方々に参加していただきまして、支え合いの仕組みとはど

ういうものなのかというようなイベントを開催しておりますけれども、そういったものを毎

年毎年開催をしておりまして、市民の皆様にご理解をいただく努力をしているところでござ

います。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 清水委員。 

○委員（清水和弘君） 今、そういった努力をしているということは分かりましたけれども、

今136自治会が甲斐市にあるわけですけれども、実際に、今言う第３層、この活動件数は何

件ぐらいになっていますか。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 実際に第３層結成をしていただいて、活動している団体数に

つきましては、２層につきましては、各小学校区で結成をされております。３層につきまし
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ては、先ほど申し上げましたが、10団体のほうが活動をしております。そのほかに、まだ

団体の結成までは至っていないんですが、アンケート調査を実施をしたりとか、あと、資源

の拾い出し等、支え合いに向けた取組を徐々に進めている自治会等も多々あるということを

お伺いしております。 

  以上です。 

○委員（清水和弘君） 分かりました。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありますか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 11ページの01と03の中の介護認定審査会費が約2,732万ぐらいかかっ

ているんですけれども、事業概要を見ると、職員１人とか、介護認定審査委員とか、報酬費

とか、審査会運営費とか、その役割とか、もうちょっと活動内容とか、3,850件の内容とか、

詳しくちょっと教えていただきたいんですけれども。 

○委員長（秋山照雄君） 伊藤係長。 

○介護認定審査会係長（伊藤 潤君） 介護認定の審査につきましては、各市町、構成市町で

あります甲斐市、中央市、昭和町で介護認定の申請のあった人たちにつきまして、審査員の

方に審査をしていただいているというような状況であります。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 介護認定審査会というのが、活動内容は分かったんですけれども、年

間何回ぐらい開いているんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 伊藤係長。 

○介護認定審査会係長（伊藤 潤君） 令和４年度につきましては、令和５年２月現在までで、

88回審査会が行われております。令和５年度につきましては、110回を予定しております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 分かりました。 

  じゃ、その上の11ページで、認定調査費等という、認定調査員というのは、これ私もあ

れですけれども、調査員は介護１とか２とか決める人ということですかね。介護認定申し込

むと、家にお伺いして、介護認定１とか２ですよということの人たちということですよね。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険係長（輿石文明君） 介護度を判定するのが先ほどの介護認定審査会のほうで、要
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介護１とか２とかそういった判定が行われます。認定調査員につきましては、対象者と面談

を行いまして、身体の状況だとか、そういったものを確認をさせていただいて、そのデータ

を認定審査会に送付して、介護度が決まるという流れでございます。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） その介護認定を受けて、階段に手すりをつけたいとか、滑り止めをつ

けたいとか、そういうことが申込みがあるということで、業者がやるんですけれども、限度

額は20万ということは私聞いているんですけれども、その限度額が今回１回は15万で終わ

ったと、そうすると、第２回目もあと５万円残っているということで、これ何年ぐらいの有

効になるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険係長（輿石文明君） 住宅改修の限度額につきましては、先ほど説明したとおり生

涯で20万円でございますので、15万使ったら、次は残りの５万円という形で使うことがで

きます。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） これは、もう次の２年後とか３年後でも変わらないということですか。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険課長（輿石文明君） そのとおりです。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありませんか。 

  長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） １点だけ確認なんですけれども、19ページのさっきの地域支え合

い活動のことなんですけれども、独り暮らしのお年寄りのところの庭の草刈りをしたりだと

か、ごみ出し手伝ったりとか、そういうようなことは想像できるんですけれども、この補助

金が出るようなというと、どういうものに対しての補助金なんですか。経費がかかるという

というのは、ちょっと具体的に何か分かれば教えてください。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） こちらのほうの補助金の内容につきましては、生活支援活動、

そちらのほうにつきましては、清掃や買物、それから、病院等の送迎等の活動の支援と、そ

れから、そのほかに通いの場の活動ということで、通いの場を開催していただいているよう
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な内容につきまして、それぞれ支援をさせていただいていると。そのほかに、団体を立ち上

げるために、初期費用といたしまして、初期費用の活動費を補助していただいております。 

  あと、先ほどの通いの場の活動につきましては、例えば会場借上げとか、そういったもの

につきまして、月に１万円を限度額といたしまして、家賃補助の助成をしております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） 通いの場は今場所の提供とかという具体的な説明があったんですけ

れども、生活支援のほうはどういう経費がかかるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 生活支援のほうの内容につきましては、それぞれ送迎等に係

るガソリン代や、あとは車の借上代、また、庭木の手入れ等に係るそれぞれの道具の調達や

修理等、また、あとはボランティア的にはやっていただいているというような内容ではあり

ますが、その辺の内容につきまして、柔軟に生活の活動等の支援に対しまして、補助金を交

付しているという状況であります。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

  加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） ちょっと今の質問を聞いていて、関連なんですけれども、生活支援と

いうことで、送迎と今言われたんですけれども、例えば買物支援とかそういった部分なんで

すけれども、例えばそれをタクシー使ったりとか、そういったものに対しては、支援は出す

んですか。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） あくまでもこちらのほうは買物や病院等への送迎の支援であ

りますので、主にその活動を取組をしている方々の自家用車であったりとか、あとは敷島台

につきましては、近くに敷島荘がございますので、そちらの敷島荘の車両のほうを無償で貸

出しを受けておりますので、そういったものの燃料代ということで、特にタクシーとかバス

等は、生活の支援のほうの対象にはならないということで考えております。 

  以上です。 

○委員（加藤敬徳君） 分かりました。じゃ、委員長。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 
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○委員（加藤敬徳君） ちょっと基本的なことで伺ってあれなんですけれども、今甲斐市のほ

うで、この介護給付というんですか、入所されている方、在宅の方を含めて何人ぐらいいら

っしゃるんですかね。 

○委員長（秋山照雄君） 輿石係長。 

○介護保険係長（輿石文明君） 令和５年１月末の人数で申し上げます。サービス利用者は

2,737名となっております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） 今後もずっと増えていくというあれでしかないということですね。 

  じゃ、ちょっともう一つだけ最後に、先ほどのちょっと質問されていた中で、聞き間違え

たか分からないですけれども、成年後見のところなんですけれども、21ページ、支援事業

で、１件と言いましたか、やった件数が。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） 市のほうで対応しております市長申立てにつきましては、令

和４年度の３月現在で１件という状況になっております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） 今回計上しているこの309万というのは、この１件に対してのという

ことですかね。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） こちらの予算計上しております内容につきましては、既に後

見人となられている方々に対する報酬、それから、市長申立て等今年度１件させていただき

まして、後見人のほうを選任をしておりますので、そういった方の報酬というような内容の

予算となっております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、質疑を終了します。 

  これより、議案第31号について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第31号を終了します。 

  続いて、議案第32号 令和５年度甲斐市介護サービス特別会計予算を議題とします。 

  なお、説明及び質疑は歳入歳出一括で行います。 

  それでは審査に入ります。 

  当局の説明を求めます。 

  保坂長寿推進課長。 

○長寿推進課長（保坂義実君） それでは、続きまして、議案第32号 令和５年度甲斐市介

護サービス特別会計予算の内容につきましてご説明をさせていただきます。 

  初めに、議案書の99ページをお願いいたします。 

  令和５年度甲斐市介護サービス特別会計の当初予算は、歳入歳出それぞれ1,654万3,000

円と定めるものであります。 

  それでは、予算説明書により、歳入の内容を説明させていただきます。 

  予算説明書の244、245ページをお願いいたします。 

  現在、甲斐市では、地域包括支援センターを市の直営により運営をし、介護予防支援事業

所の指定を受けております。包括支援センターにつきましては、介護度が要支援１及び要支

援２の要支援者のケアプラン等の作成業務を行っており、その業務に関する収支を介護サー

ビス特別会計において実施をしております。 

  それでは、初めに歳入の内容につきましてご説明いたします。 

  １款サービス収入、１項予防給付費収入、１目予防給付費収入、予算額1,543万9,000円

は、介護度が要支援１及び２の方の介護予防サービスを利用する人のケアプラン作成業務に

係る国保連合会からの収入であります。 
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  次に、２款繰入金、１項１目一般会計繰入金、予算額110万1,000円は、この事業に係る

会計年度任用職員の人件費の一部を一般会計から繰り入れるものであります。 

  次に、３款繰越金、４款諸収入、１目預金利子及び２項１目雑入につきましては、予算額

1,000円として存置で計上させていただいております。 

  歳入の内容の説明は以上であります。 

  続きまして、歳出の内容につきましてご説明をさせていただきます。 

  予算説明書は246、247ページ、説明につきましては、予算参考資料において行いますの

で、25ページをお願いいたします。 

  それでは、歳出の内容をご説明いたします。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、ナンバー02総務管理関係会計年度任用

職員等費、予算額428万円は、この業務に係る会計年度任用職員１名分の人件費であります。 

  財源内訳のその他は、居宅支援サービス計画費の収入及び職員給与費等の繰入金でありま

す。 

  ナンバー03事務所費、予算額12万3,000円は、事業に係る事務経費であります。 

  財源内訳のその他は、居宅支援サービス計画費収入であります。 

  次に、２款事業費、１項１目居宅介護支援事業費、ナンバー01居宅介護支援事業、予算

額1,213万8,000円は、要支援１及び２の要支援認定者のケアプラン作成の一部を民間の居

宅介護支援事業所へ委託するための費用であります。 

  財源内訳のその他は、居宅支援サービス計画費収入と預金利子及び雑入であります。 

  予算参考資料26ページをお願いいたします。 

  ３款諸支出金、１項１目ナンバー01償還金及び次の２項繰出金、１目ナンバー01一般会

計繰出金につきましては、予算額を1,000円とし、存置でそれぞれ計上をしております。 

  以上、令和５年度介護サービス特別会計予算歳入歳出の総額は1,654万3,000円でありま

す。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） すみません、居宅のほうに、要支援１・２の方のケアプランの作成と



－423－ 

いうことでやっているんですけれども、初回で100件、２回目以降で2,500件、外のほうに

出しているということなんですけれども、この前も質問のときに言ったんですけれども、こ

のあれじゃなくて、もう全部民間のほうに渡してという形で言っていたんですけれども、そ

の辺というのはまだまだ進んでいるような話というのはないんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 飯沼部長。 

○福祉部長（飯沼秀司君） ご質問の内容は、地域包括支援センターを民間に委託をしたらど

うかというお話だと思うんですけれども、現在の介護保険の事業計画では、令和５年度まで

は直営を続けると。それ以降については次期計画で検討をするということになっております

ので、今後検討してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、所管委員以外の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、質疑を終了します。 

  これより、議案第32号について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第32号を終了します。 

  ここで、暫時休憩し、職員の入替えを行います。 
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休憩 午前１１時０６分 

 

再開 午前１１時１５分 

 

○委員長（秋山照雄君） 会議を再開します。 

  続いて、議案第33号 令和５年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算を議題と

します。 

  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行います。 

  それでは審査に入ります。 

  当局の説明を求めます。 

  小宮山市民活動支援課長。 

○市民活動支援課長（小宮山 厚君） お疲れさまです。よろしくお願いします。 

  市民活動支援課より、議案第33号 令和５年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計

予算について、説明をさせていただきます。 

  議案書の103ページをお願いいたします。 

  第１条でありますが、令和５年度の住宅新築資金等貸付事業特別会計の歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ93万円と定めるものであります。 

  この事業につきましては、国の政策として、地域改善対策措置法に基づき実施された制度

でありまして、本市では昭和55年から貸付けが始まりまして、平成10年が最終となってお

ります。現在は貸付者からの返済手続と、貸付金の財源とした山梨県に対する起債の償還が

主な事業内容となっております。なお、起債の償還につきましては、令和５年度が最終満了

年となっております。 

  また、貸付者が総勢33人おりましたが、既に21人は完済しておりますので、返済の対象

者は12人となっております。 

  続きまして、歳入歳出予算の明細について説明をさせていただきます。 

  予算説明書の254、255ページをお願いいたします。 

  初めに、歳入になります。 

  １款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金及び２款繰越金、１項繰越金、１

目繰越金につきましては、いずれも科目存置として1,000円を計上しております。 

  ３款諸収入、１項貸付金元利収入、１目住宅新築資金貸付金元利収入の予算額55万5,000
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円と２目宅地取得資金貸付金元利収入の予算額37万1,000円につきましては、住宅新築及び

宅地取得の貸付金に係る元利収入であります。 

  ２項預金利子、１目預金利子及び３項延滞金、１目延滞金につきましては、いずれも科

目存置として1,000円を計上しております。 

  次に、歳出について説明をさせていただきます。 

  予算説明書は256、257ページ、予算参考資料につきましては14ページになります。 

  １款事務費、１項事務費、１目住宅新築資金等貸付事業事務費、01住宅新築資金等貸付

事業につきましては、予算額が１万円でありまして、財源内訳のその他は、貸付金元利収入

などであります。事業概要につきましては、納付書の発送などに係る郵便料であります。 

  ２款公債費、１項公債費、１目元金、01元金の予算額88万8,000円と、２目利子の予算額

３万2,000円につきましては、県に対する起債償還の元金と利子となっております。 

  なお、財源内訳のその他につきましては、貸付金元利収入等などとなっております。 

  以上が住宅新築資金等貸付事業特別会計予算の説明となります。ご審議のほどよろしくお

願いいたします。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。所管は総務教育常任委員会です。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、質疑を終了します。 

  これより、議案第33号について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決します。 

  お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第33号を終了します。 

  続いて、議案第36号 令和５年度甲斐市合併浄化槽事業特別会計予算を議題とします。 

  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行います。 

  それでは審査に入ります。 

  当局の説明を求めます。 

  望月環境課長。 

○環境課長（望月新路君） よろしくお願いします。 

  環境課から、議案第36号 合併浄化槽事業特別会計の令和５年度当初予算につきまして

ご説明をさせていただきます。 

  議案につきましては、115ページになります。第１条歳出歳入それぞれ4,026万6,000円を

計上させていただいております。 

  予算説明書につきましては、283ページからになります。予算参考資料につきましては、

ナンバー４の15ページからになります。加えて予算審議資料につきましては、最終ページ

の40ページとなります。 

  予算の説明をする前に、改めて事業の概要のほうを説明させていただきますが、合併浄化

槽事業につきましては、平成20年度から河川の水質浄化を目的に、敷島・双葉の北部区域

を対象区域として、合併浄化槽の整備を推進してきたところでありますが、令和５年度から、

対象区域を公共下水道計画区域、農業集落排水処理区域、地域し尿処理区域の区域外を市町

村設置型合併浄化槽整備事業の対象区域といたしまして、市内全域の水質環境の保全及びイ

ンフラ整備を進めているところでございます。 

  それでは、当初予算の内容についてご説明させていただきますが、予算説明書の285ペー

ジをお願いいたします。 

  令和５年度の合併浄化槽事業特別会計の当初予算につきましては、先ほどもありましたと

おり、歳入歳出4,026万6,000円でありまして、令和４年度当初予算と比較しますと2,191万

8,000円の増額となっております。増額の主な理由につきましては、国の指導によりまして、

特別会計から公営企業会計への移行をするための委託費の増額であります。 
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  288、289ページをお願いいたします。 

  歳入の内容になりますけれども、１款分担金及び負担金43万4,000円につきましては、合

併浄化槽分担金といたしまして、合併浄化槽本体工事費の10分の１を使用者に負担してい

ただくものでありまして、現年分の分担金43万3,000円と過年度分の存置で1,000円を計上

しております。 

  ２款使用料及び手数料564万円につきましては、使用料の現額・過年度分といたしまして

562万9,000円と、手数料といたしまして、排水設備確認手数料と督促手数料の１万1,000円

の合計であります。 

  次に、３款国庫支出金153万2,000円につきましては、合併浄化槽本体工事費の３分の１

が補助対象として国から交付されるものであります。 

  ４款繰入金1,305万7,000円につきましては、事務費、建設改良費、公債費に対する不足

分を一般会計から繰入れするものであります。 

  ５款繰越金1,000円につきましては、令和５年度からの繰越金として存置で計上しており

ます。 

  ６款諸収入につきましては、存置で2,000円を計上したものであります。 

  次に、290、291ページをお願いいたします。 

  ７款市債1,960万円の内訳としましては、公営企業会計への移行事務経費分1,700万円と、

浄化槽本体の設置工事の財源措置として、工事費の30分の17の充当率に当たる260万円によ

る起債になります。 

  続きまして、歳出についてご説明させていただきます。 

  予算説明書は292、293ページになりますが、予算参考資料により説明させていただきま

す。 

  予算参考資料ナンバー４の15ページをお願いいたします。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、01総務管理費、予算額1,719万円、財源

内訳は市債1,700万円、その他財源19万円につきましては、一般会計からの繰入金でありま

す。概要につきましては、公営企業会計へ移行するための移行支援業務、会計システム構築

のための業務委託料、また、水洗便所改造助成金としまして、１件７万円の２件分を見込む

ものであります。 

  次に、02合併浄化槽分担金徴収費、予算額７万5,000円につきましては、全て一般財源で

す。分担金の全納報奨金と、それに関わる事務費としての郵送料であります。 



－428－ 

  03合併浄化槽使用料徴収費５万7,000円につきましては、全て一般財源で、郵便料等であ

ります。 

  16ページをお願いします。 

  ２款事業費、１項事業費、１目合併浄化槽事業費、01合併浄化槽整備事業、予算額683万

4,000円、財源内訳、国庫支出金153万2,000円、市債が260万円。その他226万8,000円につ

きましては、一般会計からの繰入金になります。概要につきましては、申請者等の事務のや

りとりに係る郵便料、合併浄化槽の設計委託料、合併浄化槽設置工事費であり、設計委託、

設置工事につきましては、５人槽３基、７人槽２基、合わせて５基分を計上しております。 

  次に、02合併浄化槽維持管理費、予算額1,220万5,000円につきましては、財源内訳、そ

の他679万5,000円につきましては、全額一般会計からの繰入金であります。内容につきま

しては、修繕料や法定検査手数料、浄化槽の保守点検料、清掃料であります。 

  17ページをお願いします。 

  ３款公債費、１項公債費、１目元金、01元金、予算額285万2,000円及び２目利子、01利

子、予算額95万2,000円につきましては、平成20年度から借り入れた市債の償還金でありま

す。財源内訳のその他でありますが、それぞれ全額一般会計からの繰入金となります。 

  18ページをお願いします。 

  ４款諸支出金、１項繰出金、１目一般会計繰出金、01一般会計繰出金1,000円につきまし

ては、前年度からの繰越金を一般会計に繰り出すための科目になります。令和４年度の決算

後に繰越金を確定し、補正予算に計上する中で一般会計へ支出するものであります。当初予

算につきましては、存置の1,000円を計上させていただいたところであります。 

  最後になりますが、５款予備費、01予備費、予算額10万円につきましては、全て一般財

源です。 

  以上、環境課が所管します合併浄化槽事業特別会計の令和５年度当初予算につきまして、

ご説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いします。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。所管は厚生環境常任委員会です。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 



－429－ 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、質疑を終了します。 

  これより、議案第36号について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第36号を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１１時３１分 

 

再開 午前１１時３３分 

 

○委員長（秋山照雄君） 会議を再開します。 

  続いて、議案第34号 令和５年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計予算を議題とします。 

  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行います。 

  それでは、審査に入ります。 

  当局の説明を求めます。 

  芳賀上下水道工務課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） お疲れさまでございます。 

  それでは、上下水道業務課及び工務課が所管いたします特別会計２事業について説明させ

ていただきます。 
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  議案書の107ページ、議案第34号 令和５年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計予算につ

きましては、歳入歳出の予算総額を歳入歳出それぞれ1,105万8,000円と定めるものです。 

  この事業では、松島団地、敷島台団地、双葉登美団地のし尿処理施設の維持管理を行って

おります。 

  では、初めに歳入から説明させていただきます。 

  予算説明書の259ページからですが、264、265ページをお願いします。 

  それでは、１款使用料及び手数料、１項使用料、１目衛生使用料、右側の１節地域し尿処

理施設使用料につきましては、予算額712万8,000円、松島団地の使用料です。 

  続いて、２款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金、１節利子及び配当金に

つきましては、予算額１万円、基金の運用利子となっております。 

  続いて、３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、１節一般会計繰入金に

つきましては、予算額341万8,000円、職員の人件費に充当するものです。 

  続いて、４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金につきましては、予算額50

万円。 

  ５款諸収入、１項預金利子、１目預金利子、１節預金利子につきましては、予算額1,000

円。 

  同じく、２項雑入、１目雑入、１節雑入につきましては、予算額が1,000円。 

  以上が歳入の内容となります。 

  続きまして、次に歳出です。 

  予算説明書は266、267ページとなりますが、説明は予算参考資料ナンバー９にてさせて

いただきますので、ご用意ください。 

  では、３ページをお願いします。 

  １款衛生費、１項地域し尿処理施設費、１目地域し尿処理施設維持費、01地域し尿処理

関係職員費につきましては、予算額は519万円で、財源内訳、その他は一般会計繰入金と預

金利子で、残りは一般財源です。職員の人件費です。 

  同じく02地域し尿処理施設維持費につきましては、予算額575万8,000円で、財源は全て

一般財源です。主な内容につきましては、浄化センターの光熱費や修繕費、保守点検委託料

等です。 

  続きまして、２款諸支出金、１項基金積立金、１目地域し尿処理施設基金積立金、01地

域し尿処理施設基金積立金につきましては、予算額が１万円で、財源内訳のその他は利子及
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び配当金です。 

  次に、３款予備費、１項予備費、１目予備費、01予備費につきましては、予算額は10万

円で、財源は一般財源です。 

  地域し尿処理施設特別会計予算の説明は以上となります。ご審議のほど、よろしくお願い

します。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。所管は建設経済常任委員会です。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、次に、所管以外の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、質疑を終了いたします。 

  これより、議案第34号について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第34号を終了します。 

  続いて、議案第35号 令和５年度甲斐市農業集落排水事業特別会計予算を議題とします。 

  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行います。 

  それでは、審査に入ります。 

  当局の説明を求めます。 
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  芳賀上下水道工務課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 引き続き、農業集落排水事業特別会計をお願いします。 

  議案書の111ページ、議案第35号 令和５年度甲斐市農業集落排水事業特別会計予算につ

きましては、歳入歳出の予算総額を歳入歳出それぞれ835万1,000円と定めるものです。 

  この事業は、吉沢寺平地区の水質保全等を目的として、平成６年度に排水処理施設が建設

されました。平成７年７月から供用開始しており、現在は施設の維持管理を行っております。 

  では、初めに歳入から説明させていただきます。 

  予算説明書は273ページからですが、278、279ページをお願いします。 

  まず、１款分担金及び負担金、１項負担金、１目農業集落排水施設維持管理負担金、右側

の１節農業集落排水施設維持管理負担金につきましては、予算額126万5,000円、施設の保

守委託に係る甲府市からの負担金です。 

  次に、２款使用料及び手数料、１項使用料、１目施設使用料、１節農業集落排水施設使用

料につきましては、予算額122万7,000円、37世帯分の現年度分の使用料と過年分となって

おります。 

  同じく２項手数料、１目手数料、２節督促手数料は予算額1,000円です。 

  続いて、４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、１節一般会計繰入金に

つきましては、予算額585万5,000円、事務費と公債費に充当するものです。 

  続いて、５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金につきましては、予算額

1,000円です。 

  次に、６款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目延滞金、１節延滞金につきましては、

予算額1,000円。 

  同じく、２項雑入、１目雑入、１節雑入につきましては、予算額が1,000円。 

  以上が歳入の内容となります。 

  次に、歳出です。 

  予算説明書は、280ページ、281ページとなりますが、説明は予算参考資料ナンバー９に

てさせていただきますので、お手元にご用意ください。 

  では、４ページをお願いします。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、01農業集落排水施設維持管理事業につ

きましては、予算額369万1,000円で、財源内訳、その他は一般会計繰入金と甲府市からの

負担金収入で、残りは一般財源です。 
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  主な内容につきましては、浄化センターの光熱費、修繕費、管渠清掃及び保守点検の委託

料などです。 

  続いて、２款公債費、１項公債費、１目元金、01元金につきましては、予算額433万

9,000円で、財源内訳その他は、一般会計繰入金で、残りは一般財源です。 

  次のページ、５ページとなります。 

  同じく２目利子、01利子につきましては、予算額22万1,000円で、財源内訳その他は、一

般会計繰入金で、残りは一般財源です。 

  続いて、３款予備費、１項予備費、１目予備費、01予備費につきましては、予算額は10

万円で、財源内訳は全て一般財源です。 

  農業集落排水事業特別会計予算の説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願いい

たします。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） すみません、細かいところで申し訳ないんですけれども、５ページな

んですけれども、01利子のところです。昨年度のあれには８件と書いてあったんですけれ

ども、今年は何件になりますか。 

○委員長（秋山照雄君） 松井下水道総務係長。 

○下水道総務係長（松井 崇君） お答えします。 

  令和５年度に償還する利子は全部で４件となります。 

○委員（加藤敬徳君） 結構です。ありがとうございました。 

○委員長（秋山照雄君） ほかに質疑はありませんか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） ４ページの１項01ですけれども、浄化センター保守点検委託256万ぐ

らいかかっているんですけれども、この委託業者をちょっと教えてください。 

○委員長（秋山照雄君） 天野下水道施設係長。 

○下水道施設係長（天野 真君） お答えします。 

  有限会社ケーツーメンテナンスになります。 
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○委員長（秋山照雄君） 天野係長。 

○下水道施設係長（天野 真君） すみません、訂正させていただきます。 

  今年度につきましては、甲信日成株式会社になります。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） １社だけということですね。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 今年度も１社となります。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、所管以外の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、質疑を終了します。 

  以上で質疑を終了いたします。 

  これより、議案第35号について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第35号を終了します。 

  ここで暫時休憩します。 

  午後は１時10分より再開しますので、よろしくお願いいたします。 

 

休憩 午前１１時４６分 
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再開 午後 １時０８分 

 

○委員長（秋山照雄君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  なお、藤原委員は遅刻の連絡でしたが、欠席になりましたので報告いたします。 

  続いて、議案第37号 令和５年度甲斐市水道事業会計予算を議題とします。 

  なお、説明及び質疑は、収入支出一括で行います。 

  それでは、審査に入ります。 

  予算実施計画書等により、一括で当局の説明を求めます。 

  小松上下水道業務課長。 

○上下水道業務課長（小松利也君） お疲れさまでございます。公営企業部、午後も引き続き

よろしくお願いいたします。 

  初めに、水道事業会計です。 

  議案書の119ページ、議案第37号 令和５年度甲斐市水道事業会計予算について説明させ

ていただきます。 

  第２条、業務の予定量は、使用給水栓数が２万6,043栓。年間総給水量は592万立米。１

日平均給水量は１万6,175立米を見込んでおります。 

  近年は、給水栓数が少しずつ伸びているのにもかかわらず、給水量は減少傾向にあります。 

  建設改良事業では、配水管整備事業として５億4,359万円、施設整備事業は１億9,444万

1,000円を予定しております。 

  第３条、収益的収入及び支出と、次のページの第４条、資本的収入及び支出につきまして

は、後ほど別冊にて説明させていただきます。 

  第５条債務負担行為につきましては、水道施設運転管理等業務委託であります。この業務

は５年間の委託期間でありまして、現在の契約が令和５年度で区切りとなります。次の契約

を令和５年度末に行わなければならないため、令和６年度から10年度までの５年間の限度

額を定めるものです。 

  第６条、一時借入金につきましては、一時的な資金不足を補うための借入金として、限度

額を定めるものです。 

  第７条では、水道事業費用の予算に過不足が生じた場合に、第１款の第１項から第３項の

間で流用できる旨を定めております。 
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  第８条では、職員給与費の流用は議会の議決が必要である旨を定めております。 

  次のページへ続きます。 

  第９条では、他会計からの補助金として、一般会計から受ける児童手当の額を定めており

ます。 

  第10条では、量水器や龍王源水などの棚卸資産、購入限度額を定めております。 

  では、別冊令和５年度公営企業会計予算説明書をご用意ください。 

  ２ページをお願いします。 

  初めに収益的収支です。 

  収益的収支とは、水道料金を主な財源として、上水の製造や排水施設等の維持管理に必要

な経費を中心とした営業活動に伴う予算となります。 

  まず、収入ですが、１款水道事業収益につきましては、予算額が10億1,493万8,000円、

内訳は１項営業収益が９億1,657万8,000円、２項営業外収益が9,835万8,000円、３項特別

利益を2,000円とした内容です。 

  次のページは支出です。 

  １款水道事業費用につきましては、予算額が８億86万7,000円、内訳は１項営業費用が７

億6,640万5,000円、２項営業外費用が2,900万1,000円、３項特別損失が146万1,000円、４

項予備費を400万円といたしました。 

  次のページをお願いいたします。 

  次に資本的収支です。 

  資本的収支とは、基幹管路の耐震化や配水管の布設替え、老朽化等に伴う水道施設や設備

の整備更新などの投資的な経費を中心とした収支です。 

  まず、収入ですが、１款資本的収入につきましては、予算額が8,766万3,000円、内訳は

３項負担金が5,105万4,000円、６項固定資産売却代金が1,000円、８項加入金を3,660万

8,000円とした内容です。 

  続いて支出です。 

  １款資本的支出につきましては、予算額が７億4,256万6,000円、内訳は、１項建設改良

費が７億3,803万1,000円、２項企業債償還金を453万5,000円といたしました。 

  ５ページ、令和５年度の予定キャッシュ・フロー計算書は、当年度の事業における資金収

支の状況、現金の流れを、活動を区分して示すものです。 

  一番下の資金期末残高が、令和５年度末に水道事業として保有している予定の現金で、
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11億8,173万2,711円となります。 

  ６ページから９ページは職員の給与に関する内容となっております。 

  10ページ、債務負担行為に関する調書です。 

  上段は、令和５年度からの料金収納等業務委託、下段は、令和元年度からの水道施設運転

管理等業務委託、それぞれに限度額と期間を示しております。 

  12、13ページは令和５年度予定貸借対照表で、事業の資産、負債、資本など、保有する

全ての財産を総括的に示すものです。 

  左側のページ、資産の部では、一番下、合計額が93億3,199万1,019円。右側のページ、

負債の部と資本の部を合わせまして、一番下、合計が93億3,199万1,019円、両ページの一

番下の合計額が一致するつくりとなるものです。 

  14ページの令和４年度予定損益計算書と、16、17ページの令和４年度予定貸借対照表は、

令和４年度の決算見込みによるものであり、これを基に令和５年度の財務諸表を作成してお

ります。 

  20ページは、予算構成をグラフで表したものです。 

  では、改めまして、支出の詳細について説明いたします。 

  説明は別冊の予算参考資料ナンバー９にてさせていただきますので、お手元にご用意くだ

さい。 

  では、６ページをお願いいたします。 

  １款水道事業費用、１項営業費用、ナンバー01原水及び浄水費につきましては、予算額

１億6,814万1,000円で、財源内訳、その他は飲料水兼用耐震性貯水槽維持管理負担金で、

残りは一般財源です。事業の概要欄は、上水道の水源・配水池合わせて42施設の運転管理

や塩川ダム受水に伴う経費等です。 

  ナンバー02排水及び給水費につきましては、予算額9,657万3,000円で、財源内訳、その

他は一般会計からの消火栓の維持・修繕経費負担金や、下水道事業会計からの工事に伴う事

務費負担金などで、残りは一般財源です。概要欄は、職員の人件費、検定満了量水器約

3,600個の取替え、漏水等不良箇所の修繕等を行う経費などです。 

  ナンバー03受託工事費、予算額は2,000円で、財源内訳、その他は受託工事収益です。受

託工事が生じた場合の収益です。 

  ７ページです。 

  ナンバー04業務及び総係費、予算額は１億8,790万8,000円で、財源内訳、その他は他会
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計からの負担金等で、残りは一般財源です。 

  概要欄の主なものといたしましては、職員及び会計年度任用職員の人件費、料金収納等業

務委託、料金及び会計システムに係る経費、その他庁舎管理経費等の経常経費と、単年もの

では水道料金会計に向けた支援業務委託費などを計上しております。 

  ナンバー05減価償却費、予算額は３億908万2,000円で、財源は全て一般財源です。これ

は有形固定資産減価償却費であり、現金の支出を伴うものではなく、帳簿上の予算となりま

す。 

  ナンバー06資産減耗費、予算額は469万7,000円で、財源は全て一般財源です。配水管布

設替工事等による古い配水管等の除却費となります。同じく帳簿上の予算です。 

  ナンバー07その他営業費用、予算額は2,000円で、財源は一般財源です。材料の売却と雑

支出に係るものであり、存置計上しております。 

  ８ページです。 

  ２項営業外費用、ナンバー01支払利息及び企業債取扱諸費、予算額は41万7,000円、財源

は全て一般財源です。償還途中の利子支払い分になります。 

  ナンバー02災害対策費、予算額は358万3,000円、財源は全て一般財源です。災害時の給

水活動の備えとして、容量1,000リットルの組立て式の給水タンクを５基計上させていただ

きました。令和４年度から３か年計画的に整備しております。 

  ナンバー03雑支出、予算額は存置の1,000円です。 

  ナンバー05消費税及び地方消費税、予算額は2,500万円、財源は全て一般財源です。料金

収入等の消費税及び地方消費税納入分となります。 

  続いて、３項特別損失、ナンバー04過年度損失修正損、予算額は146万円、財源は全て一

般財源です。こちらは、過年度分の還付金などに対応するものです。 

  ナンバー05その他特別損失、予算額は1,000円、財源は一般財源です。 

  ９ページに移りまして、４項予備費、ナンバー01予備費、予算額は400万円、財源は一般

財源です。 

  10ページです。 

  １款資本的支出、１項建設改良費、ナンバー01建設工事費、予算額は２億8,076万5,000

円、財源内訳、その他は他会計負担金で、一般会計からの消火栓設置工事等に係る負担金で

す。残りは一般財源です。事業概要のうちの主なものは、県道田富町敷島線配水管布設工事

や、国道20号配水管布設工事、そして、片瀬配水場増圧ポンプ場用地造成工事などです。 
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  ナンバー02改良工事費、予算額は３億352万5,000円、財源内訳、その他は他会計負担金

で、下水道工事に伴う負担金です。残りは一般財源です。事業概要のうち主なものは、下水

道関連配水管布設替工事等の設計業務委託や、下水道工事に伴う配水管布設替工事、そして

計画に沿った配水管布設替工事などです。 

  ナンバー03量水器費、予算額は95万1,000円、財源内訳は全て一般財源です。量水器404

台の新規出庫を予定しております。 

  11ページに移りまして、ナンバー04固定資産購入費、予算額は１億5,279万円、財源は全

て一般財源です。事業概要のうち主なものは、西八幡及び双葉東小学校の配水場機電設備等

更新工事や流量計、減圧弁の更新工事などです。 

  最後12ページです。 

  ２項企業債償還金、01企業債償還金、予算額は453万5,000円、財源は全て一般財源です。

企業債の償還元金支払分です。 

  棚卸資産限度額は予算額327万3,000円、龍王源水、量水器、ウォータータンクの購入分

の計上です。 

  水道事業会計の会計予算の説明は以上です。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 水道管が布設されてから40年ぐらいたつんですか。基幹水路の耐震

化工事をやっていると思うんですけれども、こちらのほうはほぼ終了しているんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 竜王地区につきましては、終わっております。今、今度

次からは双葉地区も手をつけていくようになります。 

○委員長（秋山照雄君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） それで、去年でしたか、篠原のローソンの近くで水道管が壊れました
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ですよね。あれはその基幹水路の部分なんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 深澤上水道施設係長。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） お答えします。 

  昨年末ローソンのところでありました管路につきましては、うちの中の基幹管路にはなっ

ておりません。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかにありませんか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） １点だけなんですけれども、すみません、この中でどこか分からない

んですけれども、水道管の台帳の整備というのは定期的に行っていると思うんですけれども、

その辺はどういうふうになっているんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 水道の台帳につきましては、毎年工事をやっていますの

で、年ごとに更新するようにしています。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 毎年行っているという感じですか。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 毎年行っております。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 埋設してからかなり古い水路というか、水道管とかあるんですけれど

も、そういうところも全て把握されているということでいいんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 布設年度も分かっておりますので、把握しております。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 今度ルネサスが再開するということで、前ルネサスが撤退するときか

な、４億円ほど収入が減るというような話を聞いたような覚えがあるんですけれども、ルネ

サスが来ることによって、増える水量というか、収入のほうは大分増えるんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 小松課長。 

○上下水道業務課長（小松利也君） お答えいたします。 

  過去のルネサスですけれども、過去は下水道使用という状況は整っていませんでしたので、
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水道料金だけが収入となります。調子のいいときで１億2,000万円年間ということでした。 

  今回につきましては、段階的に稼働を上げていくということなのですけれども、最初の段

階では、例えば下水道でいえば、生活雑排水程度、そして、工場で使う水道にしても、井戸

と併用ということで、やはり水道料金についても、大きなものではないということになって

いると聞いております。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかにありませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） １点、11ページの残留塩素計新設工事というのが２か所あるんです

けれども、この残留塩素というのはどういう目的でやっていて、あと、どのくらい設置して

あるのか。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 残留塩素につきましては、ほぼ全ての配水場についてお

ります。残留塩素はやっぱり地下水を取っていますので、消毒の意味も込めて入れています。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） この新しくやるというのは、その耐用年数とかそういうものに基づい

て替えるのか、それとも、どんなサイクルで替えるのか、更新に関してどんな状況にあるか。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 施設の更新計画の中でも、耐用年数を定めていますので、

耐用年数によって更新していくようにしています。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これ結局、残留塩素、水の消毒というか、端的に言えば、それだよね、

確か。塩素。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） おっしゃるとおりです。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、質疑を終了いたします。 

  これより、議案第37号について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（秋山照雄君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第37号を終了します。 

  続いて、議案第38号 令和５年度甲斐市簡易水道事業会計予算を議題とします。 

  なお、説明及び質疑は、収入支出一括で行います。 

  それでは、審査に入ります。 

  当局の説明を求めます。 

  小松上下水道業務課長。 

○上下水道業務課長（小松利也君） 議案書の123ページ、議案第38号 令和５年度甲斐市簡

易水道事業会計予算について説明させていただきます。 

  第２条、業務の予定量は、使用給水栓数が511栓。年間総給水量は10万6,063立米。１日

平均給水量は290立米を見込んでおります。 

  当該地区の給水需要は微減傾向にあります。 

  建設改良事業では、布設整備事業は4,736万円を予定しております。 

  第３条、収益的収入及び支出と、第４条、資本的収入及び支出につきましては、後ほど別

冊にて説明させていただきます。 

  次のページに移っております。 

  第５条、企業債につきましては、起債の限度額を定めるものです。 

  第６条、一時借入金につきましては、一時的な資金不足を補うための借入金として、限度

額を定めるものです。 

  第７条では、水道事業費用の予算に課不足が生じた場合に、第１款の第１項から３項の間

で流用できる旨を定めております。 

  次のページへ続きます。 

  第８条では、職員給与費の流用は議会の議決が必要である旨を定めております。 
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  第９条では、他会計からの補助金として、一般会計から受ける額を定めております。 

  第10条では、量水器などの棚卸資産購入限度額を定めております。 

  では、別冊令和５年度公営企業会計予算説明書をご用意ください。 

  24ページになります。 

  まず、収入ですが、１款水道事業収益につきましては、予算額が9,110万6,000円、内訳

は、１項営業収益が1,502万3,000円、２項営業外収益は7,608万2,000円、３項特別利益を

1,000円とした内容です。 

  次のページは支出です。 

  １款水道事業費用につきましては、予算額が9,069万8,000円、内訳は、１項営業費用が

8,631万9,000円、２項営業外費用が377万2,000円、３項特別損失が10万7,000円、４項予備

費を50万円といたしました。 

  次のページをお願いします。 

  次に、資本的収支です。 

  まず収入ですが、１款資本的収入につきましては、予算額が6,384万6,000円、内訳は、

１項企業債が4,650万円、３項負担金が1,000円、７項補助金が1,725万7,000円、８項加入

金を８万8,000円とした内容です。 

  続いて支出です。 

  １款資本的支出につきましては、予算額が9,462万7,000円、内訳は、１項建設改良費が

4,736万円、２項企業債償還金を4,726万7,000円といたしました。 

  27ページ、令和５年度の予定キャッシュ・フロー計算書は、当年度の事業における資金

収支の状況、現金の流れや活動を区分して示すものです。 

  一番下の資金期末残高が令和５年度末に簡易水道事業として保有している現金で、411万

7,209円となります。 

  28ページから31ページは職員の給与費に関する内容となっております。この事業では当

該職員は１人となります。 

  32、33ページは、令和５年度予定貸借対照表で、事業の資産、負債、資本など保有する

全ての財産を総括的に示すものです。 

  左側ページ、資産の部では、一番下、合計額と、右側負債の部と資本の部を合わせた一番

下合計額とが同額です。両ページの一番下の合計額が一致するつくりとなるものです。 

  34ページの令和４年度予定損益計算書と、36、37ページの令和４年度予定貸借対照表は
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令和４年度の決算見込みによるものであり、これを基に令和５年度の財務諸表を作成してお

ります。 

  40ページは予算構成をグラフで表したものです。 

  では、改めまして、支出の詳細について説明いたします。 

  説明は別冊の予算参考資料ナンバー９にてさせていただきます。 

  13ページをお願いします。 

  １款水道事業費用、１項営業費用、01原水及び浄水費につきましては、予算額は1,532万

7,000円で、財源内訳、その他は一般会計繰入金で、残りは一般財源です。事業の概要欄は、

清川浄水場保守点検業務委託や、施設に係る電気料、そして、水質検査業務委託などの経費

です。 

  ナンバー02配水管及び給水費につきましては、予算額566万3,000円で、財源内訳、その

他は一般会計繰入金で、残りは一般財源です。簡易水道施設の警備・維持管理・保守点検業

務委託や漏水等不良箇所修繕等を行う経費です。 

  ナンバー03受託工事費、予算額は1,000円で、財源、その他は受託工事収益です。受託工

事が生じた場合の収益となります。 

  14ページです。 

  ナンバー04業務及び総係費、予算額は948万円で、財源内訳、その他は一般会計繰入金で、

残りは一般財源です。概要欄は、職員１人分の人件費や検針業務委託、企業会計システムに

係る経費などです。 

  ナンバー05減価償却費、予算額は5,582万7,000円で、財源は全て一般財源です。これは

有形固定資産減価償却費であり、現金の支出を伴うものではなく、帳簿上の予算となります。 

  ナンバー06資産減耗費、予算額は2,000円で、財源は一般財源です。配水管等資産の除却

費です。同じく帳簿上の予算です。 

  ナンバー07その他営業費用、予算額は1,000円で、財源、その他は一般会計繰入金です。

雑支出に係る経費です。 

  15ページです。 

  ２項営業外費用、ナンバー01支払利息及び企業債取扱諸費、予算額は301万2,000円、財

源、その他は一般会計繰入金です。償還途中の利子支払い分となります。 

  ナンバー05消費税及び地方消費税、予算額は76万円、財源、その他は一般会計繰入金で

す。 
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  続いて、３項特別損失、ナンバー04過年度損失修正損、予算額は10万6,000円、財源、そ

の他は一般会計繰入金です。こちらは、過年度調定減見込み分などに対応するものです。 

  ナンバー05その他特別損失、予算額は1,000円、財源、その他は一般会計繰入金です。 

  続いて、４項予備費、ナンバー01予備費、予算額は50万円、財源は一般財源です。 

  16ページです。 

  １款資本的支出、１項建設改良費、ナンバー02建設工事費、予算額は72万6,000円、財源

その他は一般会計繰入金です。新長潭橋配水管添架工事に伴う河川協議委託です。 

  ナンバー03量水器費、予算額は5,000円、財源その他は一般会計繰入金です。量水器２台

の新規出庫を予定しております。 

  ナンバー04固定資産購入費、予算額は4,662万9,000円。財産内訳は、企業債が4,650万円、

その他は一般会計繰入金等で、その他は一般財源です。 

  施設の機電設備更新工事や、清川浄水場等、漆戸送水ポンプ室の、それぞれ設備の更新工

事になります。 

  最後17ページです。 

  ２項企業債償還金、ナンバー01企業債償還金、予算額は4,726万7,000円、財源、その他

は一般会計繰入金です。償還元金支払い分となります。 

  棚卸資産限度額は、予算額5,000円、量水器の購入分の計上です。 

  ここで、１か所訂正をさせていただきます。 

  参考資料ナンバー９の14ページをお開きください。 

  14ページの下から２つ目、ナンバー06資産減耗費を説明し間違えてしまいました。正し

くは２万円ということで、訂正させてください。失礼いたしました。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） この簡易水道の使用世帯というか、戸数といいますか、それはどのく

らいになりますか。 

○委員長（秋山照雄君） 鷹野経理徴収係長。 

○経理徴収係長（鷹野美穂君） こちらは、議案にありますように511となっております。 
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○委員長（秋山照雄君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 13ページの水質検査業務委託、これ年、前のときは４回とかという

話を違う箇所で伺いましたけれども、これの若干詳しいところをお願いします。 

○委員長（秋山照雄君） 深澤係長。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） お答えします。 

  簡易水道の水質検査につきましては、水道法に基づきまして、51項目の検査を年に１回、

21項目の検査を３回、９項目の検査を８回、合計12回、毎月１回ずつになりますが、分け

て検査を行っております。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、所管以外の委員の質疑を行います。 

  所管以外、質疑ありませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 16ページの新長潭橋云々ですけれども、ちょっとここ、説明をもう

一度お願いします。どんな内容か。 

○委員長（秋山照雄君） 深澤係長。 

○上水道施設係長（深澤勇也君） お答えします。 

  今、県のほうで、新長潭橋の建設のほうを行っておりまして、令和５年度に県では上部工

の契約をするようなんですが、実際の工事は６年頃になるということで、６年の工事に向け

て、河川占用の手続を山梨県に申請をしなければなりませんので、その手続をするための業

務委託ということになっております。 

○委員長（秋山照雄君） よろしいでしょうか。 

  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、質疑を終了します。 

  以上で質疑を終了します。 

  これより、議案第38号について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） 討論なしと認めます。 
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  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第38号を終了します。 

  続いて、議案第39号 令和５年度甲斐市下水道事業会計予算を議題といたします。 

  なお、説明及び質疑は、収入支出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  当局の説明を求めます。 

  小松上下水道業務課長。 

○上下水道業務課長（小松利也君） それでは、最後になります。 

  議案書の127ページ、議案第39号 令和５年度甲斐市下水道事業会計予算について説明さ

せていただきます。 

  第２条、業務の予定量は、接続戸数が２万5,300戸、年間総処理水量は565万5,000立米、

１日平均処理水量は１万5,450立米を見込んでおります。建設改良事業では、社会資本整備

総合交付金事業として４億7,010万3,000円、公共下水道事業は1,525万円を予定しておりま

す。なお、内訳につきましては、別冊公営企業会計予算説明書の一番最後63ページに掲載

しております。 

  続けます。次に、第３条収益的収入及び支出と、第４条資本的収入及び支出につきまして

は、後ほど別冊にて説明させていただきます。 

  次のページへ移っております。 

  第５条債務負担行為につきましては、排水設備等改造資金融資斡旋に係る利用者への利子

補給があります。期間と限度額を定めるものです。 

  第６条企業債につきましては、流域下水道及び公共下水道の起債の限度額を定めるもので

す。 

  次のページです。 

  第７条一時借入金につきましては、一時的な資金不足を補うための借入金として限度額を
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定めるものです。 

  第８条では、下水道事業費用の予算に過不足が生じた場合に、第１款の第１項から３項の

間で流用できる旨を定めております。 

  第９条では、職員給与費の流用は議会の議決が必要である旨を定めております。 

  第10条では、他会計からの補助金として、一般会計から受ける額を定めております。 

  では、別冊令和５年度公営企業会計予算説明書をご用意ください。 

  44ページをお願いいたします。 

  初めに、収益的収支です。 

  まず、収入ですが、１款下水道事業収益につきましては、予算額が16億2,086万7,000円、

内訳は、１項営業収益が５億7,165万2,000円、２項営業外収益が10億4,921万4,000円、３

項特別利益を1,000円とした内容です。 

  次のページは支出です。 

  １款下水道事業費用につきましては、予算額が16億2,486万9,000円、内訳は、１項営業

費用が14億4,010万2,000円、２項営業外費用が１億8,285万7,000円、３項特別損失が91万

円、４項予備費を100万円といたしました。 

  次のページをお願いします。 

  次に、資本的収支です。まず、収入ですが、１款資本的収入につきましては、予算額が９

億5,335万6,000円、内訳は、１項企業債が４億5,700万円、４項負担金が3,122万円、５項

国庫補助金が１億1,790万円、７項補助金を３億4,723万6,000円とした内容です。 

  続いて、支出です。１款資本的支出につきましては、予算額が14億9,867万9,000円、内

訳は、１項建設改良費が５億5,750万9,000円、２項企業債償還金を９億4,117万円といたし

ました。 

  47ページ、令和５年度の予定キャッシュ・フロー計算書は、当年度の事業における資金

収支の状況、現金の流れを活動を区分して示すものです。一番下の資金末残高が、令和５年

度末に下水道事業事業として保有している予定の現金で１億2,167万4,204円となります。 

  48ページから51ページは、職員の給与に関する内容となっております。 

  52ページは、債務負担行為に関する調書です。排水設備等改造資金融資斡旋に係る利子

補給に関するものとして、限度額と期間を示しております。 

  54、55ページは、令和５年度予定貸借対照表で、事業の資産、負債、資本など、保有す

る全ての財産を総括的に示すものです。左側のページ資産の部では、一番下合計額と、右側
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ページ、負債と資本の部を合わせた一番下合計額とが同額です。両ページの一番下の合計額

が一致するつくりとなるものです。 

  56ページの令和４年度予定損益計算書と、58ページ、59ページの令和４年度予定貸借対

照表は、令和４年度の決算見込みによるものであり、これを基に令和５年度の財務諸表を作

成しております。 

  62ページは予算構成をグラフで表したものになります。 

  では、改めまして、支出の詳細について説明いたします。 

  別冊の予算参考資料ナンバー９をご用意ください。 

  18ページをお願いします。 

  １款下水道事業費用、１項営業費用、01管渠費につきましては、予算額は4,523万3,000

円で、財源内訳、その他は一般会計繰入金で、残りは一般財源です。概要欄の主なものとい

たしましては、職員１人分の人件費、下水道台帳システムの保守、マンホールポンプの維持

管理費、ポンプ交換工事費、管渠及び公共汚水ますの維持管理費などです。 

  ナンバー02受託工事費、予算額は836万1,000円で、財源内訳、その他は受託工事収益で、

残りは一般財源です。県道田富町敷島線道路工事に伴うマンホール高さ調整工事などです。 

  ナンバー03業務及び総係費、予算額は１億3,231万円で、財源内訳は国庫補助金が617万

5,000円、その他は一般会計繰入金で、残りは一般財源です。概要欄は、次のページまで続

きますが、職員及び会計年度年度職員の人件費、下水道使用料徴収業務委託、下水道総合児

地震対策計画策定業務委託などが主なものとなります。 

  ナンバー04流域下水道維持管理費、予算額は４億2,043万4,000円で、財源は全て一般財

源です。釜無川流域下水道施設維持管理に係る負担金です。 

  ナンバー05減価償却費、予算額は８億3,376万2,000円で、財源は全て一般財源です。有

形、無形固定資産の減価償却費であり、現金の支出を伴うものでなく、帳簿上の予算となり

ます。 

  ナンバー06資産減耗費の予算額は1,000円で、財源は一般財源です。、固定資産等の除却

費です。同じく帳簿上の予算となります、 

  ナンバー07その他営業費用、予算額は1,000円で、財源は一般財源です。雑支出に係るも

のであり、存置計上しております。 

  20ページです。 

  ２項営業外費用、ナンバー01支払利息及び企業債取扱諸費、予算額は１億6,685万6,000
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円、財源内訳、その他は一般会計繰入金で、残りは一般財源です。下水道事業債、償還途中

の利子支払い分になります。 

  ナンバー03雑支出、予算額は存置の1,000円となります。 

  ナンバー05消費税及び地方消費税、予算額は1,600万円、財源内訳は全て一般財源です。

使用料収入等の納付分となります。 

  続いて、３項特別損失、04過年度損益修正損、予算額は91万円、財源は全て一般財源で

す。こちらは、過年度調定減見込み分などに対応するものです。 

  続いて、４項予備費、ナンバー01予備費、予算額は100万円で、財源は一般財源です。 

  最後に21ページです。 

  １款資本的支出、１項建設改良費、01建設工事費、予算額は４億9,446万7,000円、財源

内訳は国庫補助金と企業債、その他は一般会計繰入金及び工事負担金で、残りが一般財源で

あります。事業内容のうち主なものは、職員１名分の人件費、下水道整備に伴う実施設計業

務委託、工事の関係では、計画に基づく管渠布設工事や、県道田富町敷島線整備に伴う下水

道関連工事、そして、マンホールトイレ設置工事などです。 

  ナンバー03流域下水道建設負担金、予算額は6,304万2,000、財源内訳は企業債とその他

は一般会計繰入金です。釜無川流域下水道の建設に係る負担金です。 

  続いて、２項企業債償還金、ナンバー01企業債償還金、予算額は９億4,117万円、財源内

訳は企業債と、その他は一般会計繰入金、残りは一般財源です。下水道事業債の償還元金支

払い分です。 

  下水道事業会計予算の説明は以上です。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより、説明に対して質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 21ページマンホールトイレ設置、竜王西と双葉中、何基ずつ設置予

定なんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） それぞれ７か所が標準になっていますので、７か所ぐら

いつくると思います。 
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○委員長（秋山照雄君） ほかにありませんか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 先ほどから、ルネサスさんの工場の誘致の件で非常に関心の発言が出

ているんですけれども、ルネサスさんの工場周辺を２方向から、突貫工事ですから行うとい

うことで、できたらその配管面積、取りあえず配管メーターというのは、延べでどのくらい

あるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 天野係長。 

○下水道施設係長（天野 真君） 延べで540メートルとなっております。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） それに道路拡張するだけでも、この間聞いたところ、道路だけでも１

億円ちょっとかかるという話を聞いています。それで、下水管の布設というのは、先ほど

540メーターですけれども、それはどのくらいの総予算工事費というのはかかるんでしょう

か。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 全体でおよそですけれども、5,000万円ぐらいになるか

と思います。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 工場周辺の地域の皆さんには、何世帯ぐらい加入を見込んでいますか。

一番今遅れているところなんですよね。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 詳しい世帯数はちょっとまだ出ていないですけれども、

ルネサスだけの管じゃないので、そこから枝の管も造っていきますので、そうなると、あの

辺一帯をカバーできるようになると思います。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 一帯というと、100戸だよとか、150戸だよとか、まだ概算は出して

いないんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 今年度分、来年度分の戸数は大体出ているんですけれど

も、全体はまだちょっと、設計途中なので、まだ出ていないです。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 
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○委員（ 口孝之君） 加入していくには、負担金というのも各個人の負担金というのがあり

ますから、また周辺の地域の皆さんには、密に説明していただいて、スムーズに進行してい

ただきたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 先ほどに関連するんだけれども、マンホールトイレの設置なんだけれ

ども、今回は西小と双葉中ということなんだけれども、これの設置状況というのは、どうな

っていたか。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 過去に設置してきているのは、島上条公園と、そこで

15か所、竜王駅に６か所、竜地公園に２か所、ここからはマンホールシステムという別の

方法で今始めているんですけれども、まず、双葉西小、敷島南小、玉幡中学校となっており

ます。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ということは、これは防災と災害との関係の中で、関連性があるとい

うことでいいのかな。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 基本的には、避難所になっているところに設置しており

ます。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今回は学校なんだけれども、今後の整備については、まだ避難所に対

して、設置が今後やるところはまだ残っていることでいいのかな。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） そうですね、先ほど説明しました地震対策の計画の中で

も策定していきますけれども、学校を中心にやっているんですけれども、学校には必ずプー

ルがありますので、災害のときにはそのプールの水が使えるように学校につけているんです
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けれども、ほかの施設だと水源がないもので、なかなか難しいかもしれないんですけれども、

その辺はちょっといろいろ考えながらやっていきたいと思います。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これ災害のときの避難所とかそういうときに非常に有効的なものなの

で、今後ともしっかりやってもらえればいいかなというふうに思います。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかにありますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 18ページの01管渠費です。これの一番下のところに、宅内排水設備

工事融資利子補給とあるんですけれども、宅内の排水設備に融資するシステムというのがあ

るんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 資金を融資するのではなくて、例えば銀行にお金を借り

た場合に、そこに利子がつくと思うんですけれども、その利子分を補給しますという制度に

なっています。 

○委員長（秋山照雄君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） じゃ、それは今も続けていらっしゃるということですか。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 制度としてまだあります。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかにありますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 21ページの真ん中です。03の負担金ですが、下水道自体はもう完成

していると思うんですが、この建設内容をちょっと。 

○委員長（秋山照雄君） 松井下水道総務係長。 

○下水道総務係長（松井 崇君） お答えします。 

  この釜無川流域下水道建設負担金につきましては、富士川町にあります流域浄化センター

があるんですけれども、そちらの浄化センター、もう建設工事は終わっていまして、稼働は

ずっとしているわけなんですけれども、この施設の耐震補強工事ですとか、施設の更新工事

に対して、市のほうから建設負担金を負担するものです。 

○委員長（秋山照雄君） 松井委員。 
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○委員（松井 豊君） この負担率は加入戸数で案分しているということでよろしいですか。 

○委員長（秋山照雄君） 小松課長。 

○上下水道業務課長（小松利也君） 釜無川流域下水道の建設負担金の負担率なんですけれど

も、構成７市町の規模、流量によって、負担率が決まっておりまして、甲斐市の場合は

27.8975という細かい負担率があるんですけれども、21ページにも掲載があります。

27.8975％の負担率ということになっておりまして、構成７市町全部合わせるとこれが

100％というふうに分けてあります。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、質疑を終了します。 

  以上で質疑を終了いたします。 

  これより、議案第39号について、順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより、本案について採決いたします。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  以上で、議案第39号を終了します。 

  以上で、本委員会に付託されました議案の審査は全て終了しました。 

  委員各位におかれましては、５日間にわたる慎重審査、誠にご苦労さまでした。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（秋山照雄君） 以上をもちまして、予算審査特別委員会を閉会とします。 
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  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 ２時０７分 


